
お子さんの発達を支援されているみなさまへ

災害による影響を受けられているみなさま、ならびに感染症による影響を受けられているみなさまには心
よりお見舞い申しあげます。
新年度を迎えました。新しい環境での生活を始められたみなさまにおかれましては期待と不安の中でお過
ごしのことと拝察いたします。天候の変化が大きい毎日ですが、みなさまのご健勝を心よりお祈り申しあげ
ます。今年度も職員一同、お子さんの発達支援に努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
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新しいことを、新しい枠組みで
【習慣化・ルーティン化】
私達の生活では「習慣化」「ルーティン化」していることが多く存在しています。例えば、朝の支度や寝る前
の習慣、登園や登校、出社時のルーティン、帰宅前のルーティン等々、それぞれの家庭や集団生活等で日々
行なわれていることでしょう。そして、このような行動は生活に定着することにより繰り返され、一定のリズムや
安定を生みます。また、効率的かつ洗練された行動へと変化し「継続は力なり」となるでしょう。
では、行事等の特別な日などいつもと予定が変更になった時、みなさまはどのように感じるでしょうか…
多くの人は「何か調子が狂う」「いつも入れているのに忘れた」など、いつもと違う状況に戸惑うことと思い
ます。それでも、どうしてそうなったのか等の理由やいつまでそうなるのか見通しを聞くことにより、想像を巡ら
せ「そういう理由なら仕方ない」「○〇さんのためになるなら」「あと少しだから頑張ろう」と折り合いをつけて
いくことでしょう。

【社会性やコミュニケーションの発達に支援を必要とするお子さんが示す特徴】
社会性やコミュニケーションの発達に支援を必要とするお子さんの場合、繰り返して定着した行動を変える
ことに困難さを示すことがあります。いつもと同じ流れを変えるとかんしゃくを起こしなかなかおさまらない、一
度かんしゃくが起きると次の活動に移れない、パニック状態になるなど、ご本人の心身への負担も少なくあり
ません。時にはそのようなお子さんの行動が周囲のお子さんや支援者にとって危険を伴うこともあります。日々
の行動が習慣化・ルーティン化し、安定して過ごしていたお子さんとの様子の違いに困惑することも多いので
はないでしょうか。
このような困難さは、状況やいきさつを汲み取ること、表情などから気持ちを想像すること、過去や未来の時
間の流れを掴むこと、言葉から想像することの難しさから生じているため、お子さんの認知の特徴・行動の特
徴に合わせて支援を検討する必要があります。

【２つの習慣化・ルーティン化した行動】
習慣化・ルーティン化したお子さんの行動には、「周囲の人から賞賛される習慣・ルーティン」と「周囲の人
にとって困難さを伴う習慣・ルーティン」があります。いずれも、お子さんが日々コツコツと繰り返し取り組んだ
ことに違いはありませんが、お子さんが所属する集団の文化やルールに沿わない場合には、「困った行動」と
して捉えられます。
社会的な期待に気づきにくく「他者から習うこと」に困難さのあるお子さんにとって日常生活場面や集団生
活場面では、お子さん自身が興味関心のあることやご本人にとって心地よい感覚が得られることに一生懸命
取り組む特徴があります。そのため、「周囲の人から賞賛される習慣・ルーティン」を学ぶ機会を新たに設け、
お子さんの特徴に合わせて教えていく必要があります。

【歩み寄るために、新しいことを新しい枠組みを使って取り組みましょう】
お子さんに臨機応変を求めたり、困難さを伴う習慣・ルーティンを無くそうとすることは徒労に終わることが
少なくありません。まずは、お子さんの「学習スタイル」を知ることが大切です。そのためには、まだ取り組んだ
ことのない事柄をお子さんと一緒に取り組んでいけるよう、お互いが歩み寄れる新しい枠組みを見つけること
が重要です。「いつ、何を、どのように、どれくらいやると、どういう結果になるのか」がお子さんに伝わるように、
視覚手掛かりを使って共有しながら取り組んでいきましょう。初めてのことは行き違うこともありますが、それも
大事な情報です。「行き違い」と「歩み寄り」それぞれの情報が財産となります。
新しいことが始まる新年度が「歩み寄り」の枠組みを見つける良い機会となることを願っています。
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   公益財団法人 明治安田こころの健康財団 子ども療育相談センター
〒171-0033 東京都豊島区高田3-19-10

お問合せ・お申込みは下記までご連絡ください
電話受付時間 火曜～土曜 ９：００～１６：００

子ども療育相談センター直通 ０３－３９８６－７０６０
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作品のご紹介

幼児期から通われている方々の作品
です

道具を使って正確に取り組む力が発
揮されています

またコツコツと最後まで取り組み続
ける力も育ってきました

これらの力は仕事や家事でも発揮さ
れております。お二人の今後の益々
のご活躍を祈っております

～ご案内～
説明をお聞きになりたい方は「説明会（無料）」にお申込みください
ご相談をご希望の方は「事前相談（無料）」にお申込みください
オンライン（ｚｏｏｍ）にてご参加いただけます
当センターの方針や具体的な取り組みについてお聞きいただけます

現在の子ども療育相談センターは児童精神科医の故佐々木正美先生を顧問に迎え1976年に開設され、自閉スペクトラム症の
特性をもつお子さんへの治療教育に約50年にわたって取り組んできました。現在は、発達に支援を必要とするお子さん、特に社会性
やコミュニケーションの発達に支援を必要とするお子さんを対象に相談および療育を行なっております。
将来社会の中で長所を発揮してほしい、まわりの人と支えあって生きていってほしい、その願いを実現するためにお子さんたちへの

対応を考え続けています。 社会の最小単位は「一人の人対人」です。サポートしてくれる相手からのはたらきかけを避けたり拒んだり
せず、うまく応じられるようになることが必要と考えています。

幼児期は人との関わりを学ぶ大事なときです。ことばが増えない、興味が広がらない、活動に参加しないなど、人との関わりに課題
のあるお子さんたちに対して、「もっている力を発揮する」「やりとりの型を身につける」「将来に向けて基本的な知識・技術・社会性を
習得する」この３つの視点から一人ひとりに応じた療育内容を考え、具体的実践的に行動を増やしていく取り組みを行なっています。
成長に伴い変化していく発達上の課題についても必要に応じて支援を継続し、将来特性をもちながらも特長を活かして社会参加し
ていけることを願っています。
そして、このような療育実践を通して、保護者の方がお子さんの特性への理解を深め、お子さんとのポジティブな関係を持てるよう

支援しております。
加えて、自閉スペクトラム症の特性を理解していただけるよう、特性に合った配慮をまわりの人から提供していただけるよう、支援者
の方々への支援活動も行なっております。

おかげさまで５月で開設５０年を迎えます。これまで長く療育・相談を継続してこられましたのも、多くのみなさまからのご支援・ご協
力のおかげです。心より感謝申しあげます。また、私達の活動にご理解をいただき、一緒に取り組んでくださったお子さんと保護者の
みなさまにも深謝申しあげます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

～ おかげさまで ２０２６年５月 開設５０年を迎えます ～
これまでのご支援に心より感謝申しあげます
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